
2026年 6月 30日 

研究に関するお知らせ（オプトアウト） 

2018年度健診データを用いた脂肪性肝疾患（MASLD/MetALD/ALD）の

分布と進行リスクに関する研究へのご協力のお願い 

当院健診センターでは、脂肪性肝疾患の診断と早期発見に関する研究を行っており

ます。本研究は、過去に当院健診センターを受診された方の既存データを用いて行

われるものであり、以下の通り情報を公開させていただきます。 

1. 研究の目的と意義 

現在、脂肪性肝疾患（肝臓に脂肪が溜まる病気）の疾患概念は世界的に大きな転換

期にあります。最新の国際基準（MASLD/MetALD等）に基づき、2018年に当院健診

センターで収集された詳細な血液検査および超音波エラストグラフィーのデータを再

解析することで、日本人における各病態の分布を明らかにし、将来的な肝疾患の早

期発見および予防に役立てることを目的としています。 

2. 研究対象となる方 

2018年 5月 1日から 2018年 12月 31日までの期間に、当院健診センターにて健康

診断を受診された方。 

3. 研究に使用するデータ 

本研究では、当時の健診結果のうち、以下の項目を個人を特定できないよう匿名化

して使用します。 

• 問診内容（飲酒歴、既往歴等） 

• 血液検査結果（一般項目および M2BPGi等の肝線維化マーカー） 

• 超音波検査結果（エラストグラフィー等） 

 



 

 

4. 利益相反（COI）について 

本研究の一部については、関連検査項目を取り扱うシスメックス株式会社からの研

究費の提供を受けて実施いたします。研究の実施および結果の解析には厳格な中

立性を保ち、適切に利益相反管理を行っております。 

5. データの匿名化について 

解析にあたっては、お名前や生年月日等の個人情報を削除し、個別の番号に置き換

えて管理します。個人が特定されることは一切ありません。 

6. 本研究への参加を希望されない場合（オプトアウト） 

本研究への利用を希望されない方は、以下の連絡先までお申し出ください。お申し出

いただいた場合には、解析データから速やかに削除等の対応をいたします。なお、研

究への不参加をお申し出いただいても、今後の診療や健診において不利益を受ける

ことは一切ございません。 

【お問い合わせ・拒否のお申し出先】 

鳥取県済生会境港総合病院 健診センター 研究担当窓口 

電話番号：0859-42-3164（平日 11:00〜16:00） 

2026年 6月 30日 

研究責任者：藤井容子（鳥取県済生会境港総合病院 健診センター） 

 

 


